
図書館 × ライティングサポートセンター

「意外と知らないお金の世界」

＜ライティングサポートセンターについて＞

【開室日時】 10月2日（月）～1月19日（金）11:30～16:00（受付15:45）
【場所・曜日】

深草 和顔館 1F スチューデントコモンズ 月～金

大宮 東 黌 2F スチューデントコモンズ 月・水・金

瀬田 智光館 B1F スチューデントコモンズ 月・火・水

対面・オンラインで相談対応を行っています。

オンラインについては要予約です。

ライティングサポートセンターHP
https://www.ryukoku.ac.jp/writings
upport/

ライティングサポートセンターは、「読み・書き・考える」にかかわって、
何でも相談できる場所です。対応するのは、大学院生です。お気軽にご相談ください。

図書展示について

展示期間： 2023年11月1日（水）～2024年1月19日（金）

展示場所： 深草 図書館和顔館2階 展観コーナーA
大宮 図書館 2階 入退館ゲート付近

瀬田 図書館本館地下1階 展観コーナーB

今回のおすすめ本では「お金」をとりあげます。来年度に新紙幣が発行されることからの

発想です。

あまり意識しないものの、私たちの身の回りには多くのお金にまつわる出来事があります。

たとえば、新紙幣に更新されるにしても、紙幣というモノを必要としないキャッシュレス決

済が普及しています。話題になっているところでは、手軽にお金を稼ぎたいという気持ちに

つけこむ闇バイトのあり方が明るみになっています。また、某回転寿司チェーン店で迷惑行

為をした若者は、まさか6700万円もの損害賠償で訴えられるなど考えもしなかったでしょう。

このように、お金にまつわる出来事を振り返ると、お金の持つ意味合いが多様だというこ

とにあらためて気づかされます。多様だからよくわからないのでしょうか。そもそもわかろ

うとしていないのでしょうか。

冒頭の発想時点に戻ると、新紙幣の肖像さえ、なぜ「渋沢、津田、北里」なのか、だれが

決めるのか、謎だらけです。

ようこそ、「意外と知らないお金の世界」へ。
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